
旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

10
月
27
日
・
28
日
、
神
代
市
民
体

育
館
を
主
会
場
に
「
第
14
回
仙
北
市

産
業
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
農
林
産
物
等
品
評
会
で
は

３
４
４
点
の
出
品
が
あ
り
、
昨
年
よ

り
も
若
干
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

天
候
不
順
に
よ
り
農
作
物
に
は
厳
し

い
条
件
で
し
た
が
、
ど
の
部
門
で
も

天
候
に
対
応
し
た
努
力
と
技
術
力
に

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
会
場
で
は
農
産
物
な
ど
の
展
示

の
ほ
か
、
神
代
小
学
校
器
楽
部
に
よ

る
演
奏
や
神
代
こ
ど
も
園
の
園
児
の

農林産物等品評会特別賞受賞者
                                           ※敬称略 (　) 内は住所
◆ 仙北市長賞
大根／田口せい子（西木町小山田）
白菜「無双」／青柳良成（角館町下延）
PP カゴバッグ  買い物カゴサイズ／冨木真喜子（西
木町桧木内）
◆ 秋田県農業協同組合中央会長賞
山の芋「神代 2 号」／藤川智裕（田沢湖角館東前郷）
キャベツ「あさしお」／長沢弘子（角館町下延）
サヤインゲン「恋みどり」／草彅美恵子（角館町薗田）
◆ 仙北市議会議長賞
長芋「田沢 1 号」／千田ミワ（田沢湖田沢）
◆ 秋田おばこ農業協同組合代表理事組合長賞
ネギ「夏扇パワー」／千葉崇（角館町薗田）
ホウレンソウ「サンホープセブン」／畠山良夫（角
館町西長野）
きゅうり「リスペクト」／佐々木和幸（角館町大中嶋）
◆ 仙北市商工会長賞
栗大福天使の餅／真崎義彦（田沢湖生保内）
◆ 秋田県農業共済組合組合長理事賞
株大豆「リュウホウ」／草彅福雄（田沢湖神代）
◆ 仙北東森林組合代表理事組合長賞
菌床しいたけ／佐藤典子（西木町上荒井）
◆ 仙北市農業委員会長賞
カボチャ「とっておき」／川井信一（田沢湖神代）
◆ 秋田県たばこ耕作組合長賞
葉たばこ／門脇政広（角館町山谷川崎）

農
・
商
・
工

　

平
成
30
年
度
仙
北
市
農
業
賞
の
表
彰
式

が
10
月
27
日
に
産
業
祭
の
褒
賞
授
与
式
に

先
立
ち
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
業
の
振
興
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
３
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
、
農
業
関
係
団
体

が
個
人
や
団
体
を
推
薦
し
、
市
や
県
、
Ｊ

Ａ
な
ど
で
構
成
す
る
選
考
委
員
会
が
審
査

を
行
い
決
定
し
ま
し
た
。

【
受
賞
者
の
主
な
功
績
】

◆
門
脇
富
士
美
さ
ん

　

平
成
10
年
に
農
家
民
宿
『
星
雪
館
』
を

開
業
、
仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会

会
長
、
秋
田
花
ま
る
っ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
副
会
長
な
ど
を
務

め
、
仙
北
市
内
に
留
ま
ら
ず
、
県
内
の
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
牽
引
し
て
い
る
。

平
成
28
年
に
は
、
仙
北
市
を
東
北
屈
指
の

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
地
に
成
長

さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
仙
北

市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
が
「
第
13
回

オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
」
を
受
賞
し

て
い
る
。

◆
菅
原
孝
作
さ
ん

　

平
成
19
年
度
よ
り
牛
舎
増
築
・
増
頭
し
、

現
在
25
頭
の
飼
養
と
な
っ
て
い
る
。
販
売

す
る
子
牛
は
県
内
外
の
購
買
者
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
、
市
場
取
引
平
均
価
格
を
常

に
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
育
種
価
解
析

を
用
い
、
高
能
力
高
品
質
の
採
卵
・
受
精

卵
移
植
に
よ
る
改
良
に
尽
力
し
て
い
る
。

転
作
田
の
利
活
用
と
し
て
、
飼
料
用
米
・

Ｗ
Ｃ
Ｓ
・
牧
草
な
ど
生
産
費
削
減
に
努
力

平成 30 年度  仙北市農業賞表彰式

農業賞を受賞した菅原孝作さん、門脇富士美さん、藤原竜一さん（左から順に）。

西
明
寺
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
よ
る
長
ネ
ギ
販
売
。

発
表
、
田
沢
湖
龍
神
太
鼓
に
よ
る
演

奏
で
会
場
の
お
客
さ
ん
を
魅
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
梅
若
会
に
よ
る
民
謡

シ
ョ
ー
で
は
、
地
元
出
身
の
浅
野
沙

樹
さ
ん
が
力
強
い
歌
声
を
披
露
す
る

場
面
も
あ
り
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
発

表
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
、
地
元
の
方
に
よ
る

出
店
が
立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、
武
道
館

で
は
「
子
育
て
応
援
！
手
作
り
お
も

ち
ゃ
展
」
が
開
催
さ
れ
、
両
日
あ
い

に
く
の
天
気
だ
っ
た
も
の
の
、
多
く

の
方
が
会
場
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
大
き
な
カ
ギ
を
手
渡
す
園
児
た
ち
。

2018-11-16

さ
れ
、
経
営
の
安
定
に
努
め
て
い
る
。
地

域
で
は
集
落
営
農
を
組
織
し
、
組
合
長
と

し
て
地
域
農
業
を
ま
と
め
、
仙
北
市
和
牛

生
産
改
良
組
合
の
組
合
長
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お

ば
こ
和
牛
部
会
代
表
監
事
に
就
任
し
、
若

手
な
ど
担
い
手
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
仙

北
市
の
畜
産
業
・
農
業
を
牽
引
し
て
い
る
。

◆
農
事
組
合
法
人
ド
リ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ｏ
フ
ァ
ー
ム 

理
事 

藤
原
竜
一
さ
ん

　

平
成
26
年
に
菌
床
し
い
た
け
に
特
化
し

た
農
業
法
人
を
設
立
し
、
周
年
的
に
菌
床

し
い
た
け
を
出
荷
し
て
い
る
。
年
間
14
万

菌
床
を
栽
培
し
て
お
り
、
管
内
で
は
最
大

の
規
模
を
誇
る
。
地
域
か
ら
13
人
を
雇
用

し
、
若
手
な
ど
担
い
手
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

立
派
な
農
作
物
に
関
心
を
示
す
来
場
者
。

　

10
月
29
日
、
国
道
46
号
の
除
雪
安
全
祈
願

祭
と
除
雪
機
械
出
動
式
が
国
土
交
通
省
角
館

国
道
維
持
出
張
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
仙
市
協
和
か
ら
仙
岩
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の

55
㎞
の
除
雪
作
業
を
万
六
建
設
㈱
が
受
託

し
、
作
業
中
の
無
事
故
と
冬
期
間
の
道
路
交

通
の
確
保
を
誓
い
ま
し
た
。
万
六
建
設
㈱
の

田
中
恒
雄
代
表
取
締
役
は
「
仙
北
市
は
観
光

地
で
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
冬
期
間
安

心
し
て
走
行
で
き
る
よ
う
に
社
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

出
動
式
で
は
、
神
代
こ
ど
も
園
の
『
に
じ

く
み
』『
そ
ら
く
み
』
の
43
人
が
安
全
運
転

へ
の
願
い
を
込
め
た
大
き
な
カ
ギ
を
持
っ
て

応
援
に
駆
け
つ
け
「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
な
が
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
手
渡
し
ま

し
た
。
ま
た
、
園
児
た
ち
は
除
雪
機
械
の
乗

車
体
験
や
お
絵
か
き
な
ど
を
楽
し
み
、
安
全

運
転
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

除
雪
安
全
祈
願
祭

除
雪
機
械
出
動
式

河正雄氏が

追加作品を寄贈

寄贈品を解説する河正雄氏（右）。

　仙北市に縁ある河正雄氏より 2017
年に田沢湖図書館に寄贈いただいた孫
雅由表具画帖『予響曲』に、追加作品
として 14 点を寄贈いただきました。

菊
花
の
部
入
賞
者

◆
角
館
菊
の
会

（
敬
称
略
）

【
大
菊（
厚
物
・
紬
物
）】

▽
最
優
秀
賞

　
古
郡
一
美

▽
優
秀
賞

　
阿
部
義
信

　
武
藤
長
衛

　
千
葉
　
肇

▽
優
良
賞

　
黒
澤
孝
悳

　
柏
谷
朝
二

▽
努
力
賞

　
太
田
　
弘

　
熊
谷
廣
勝

　
加
賀
谷
一
男

国道 46 号

が
手
を
つ
な
い
で
！

第 14 回仙北市産業祭

田沢湖図書館に
来館
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

10
月
18
日
、
市
民
の
交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
、
市

民
の
総
力
を
結
集
し
て
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る
「
平

成
30
年
度
仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
の
交
通
安
全
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
で
は
、
４
個
人
１
団
体
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防
職
員
意
見
発
表
会
で
秋

田
県
代
表
と
し
て
東
北
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
角

館
消
防
署
の
吉
田
瑞
穂
消
防
士
に
よ
る「
勇
気
へ
の
再
生
」

と
題
し
た
意
見
発
表
、
秋
田
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
交

通
政
策
課
の
吉
尾
千
秋
副
主
幹
に
よ
る
公
共
交
通
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
不
幸
な
事
故
を
な
く
す
た
め
交
通
安
全
へ
の

誓
い
を
宣
言
し
、
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
の
懐
か
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
思

わ
ず
感
激
。
あ
の
頃
の
情
景
が
甦
り
ま
す
。

上
檜
木
内
小
学
校

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

　

平
成
19
年
に
閉
校
し
た
旧
上
檜
木
内
小
学

校
で
、
上
檜
木
内
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
上
檜
木
内
小
学
校
が
明
治

31
年
に
創
立
さ
れ
、
平
成
10
年
に
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
当
時
の
小
学

校
の
職
員
室
前
に
、
校
訓
で
あ
る
「
瞳
さ
わ

や
か
に　

望
み
た
か
ら
か
に
」
と
刻
ん
だ
記

念
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
そ
の
記
念
碑
に
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
設
け
、
20
年
後
に
開
け
る

こ
と
に
し
、
在
校
生
33
人
が
自
分
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
て
入
れ
ま
し
た
。

　

今
年
が
20
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
10
月

14
日
に
、
当
時
の
在
校
生
11
人
が
出
席
し
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
ま
し
た
。
自
分
に

宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
つ
け
る
と
懐
か
し

む
声
が
聴
か
れ
、
将
来
の
夢
や
流
行
っ
て
い

る
こ
と
、
今
の
自
分
の
こ
と
な
ど
１
人
ず
つ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
小
学
校
６
年
生
だ
っ
た
橋
本
駿
己

さ
ん
は
「
当
時
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
て
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
た
か
は
覚
え
て
い
な

い
。
自
分
な
り
に
将
来
の
こ
と
を
よ
く
考
え

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
い
て
、
昔
の
自
分

を
誉
め
て
あ
げ
た
い
。
20
年
経
っ
て
す
ご
く

懐
か
し
い
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

角館消防署の吉田瑞穂消防士による意見発表。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰（
敬
称
略
）

【
個
人
表
彰
】

▼
田
中
勇
幸
（
仙
北
地
区
交
通
安

全
協
会
田
沢
支
部
）

▼
大
平
三
郎
（
同
角
館
支
部
）

▼
小
林
誠
（
同
西
明
寺
支
部
）

▼
鈴
木
タ
ケ
（
仙
北
市
交
通
安
全

母
の
会
）

【
団
体
表
彰
】

▼
仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
桧
木

内
支
部

　
仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
生
保

内
支
部
（
藤
岡
ト
ミ
子
代
表
）
が
、

平
成
30
年
度
秋
田
県
交
通
安
全
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
９
月
21

日
に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
『
秋
田
県

中
央
集
会
』」
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
母
の
会
生
保
内
支
部
は
、
旧

田
沢
湖
町
時
代
か
ら
、
40
年
以
上

の
長
年
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
交
通
安
全
街
頭
指
導
や
高
齢
者

世
帯
訪
問
、
就
学
児
童
へ
の
交
通

安
全
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
世
代
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
受
賞

の
理
由
と
な
り
ま
し
た
。

受賞された仙北市交通安全母の会生保内支部の皆さん。

４
個
人
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

20
年
前
に
自
分
宛
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
を
開
け
る
瞬
間
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
オ
ー
プ
ン

　

10
月
22
日
、
仙
北
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
角
館
地
区
保

護
司
会
が
更
生
保
護
の
活
動
拠
点
と
す
る
「
角
館
地
区
更

生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
式
が
行
わ
れ
、
関

係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
国
が
全
国

的
に
進
め
て
お
り
、
角
館
地
区
保
護
司
会
も
設
置
に
向
け

て
昨
年
度
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
県
内
で
は
こ

れ
で
12
地
区
目
と
な
り
ま
す
。
開
所
式
で
桃
園
豊
弘
会
長

が
「
こ
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
更
生
保
護
の
活
動
的
な

拠
点
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
長
と
な
る
藤
本
得
夫
副
会
長
は
「
少
し
ず
つ
活
動
の

場
を
広
げ
、
安
心
・
安
全
で
明
る
い
仙
北
市
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

更
生
保
護
の
活
動
拠
点
に◆サポートセンターは、仙北市福祉センターの 1 室に設置、原則毎週月、水、

金曜日の 10 時から 15 時まで保護司が常駐し、犯罪や非行により保護観察を受
けることになった人の面談や犯罪を予防するための地域活動、その他活動に関
する各種会議などを行う拠点として活用されます。
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平
成
30
年
度 

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　

11
月
1
日
、
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
ワ
ン

ダ
ー
モ
ー
ル
店
で
、
市
職
員
が
11

月
の
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

に
あ
わ
せ
て
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
未
来
へ
と
命
を
繋
ぐ
１
８
９

（
い
ち
は
や
く
）」
な
ど
と
書
か
れ

た
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
、
子
ど
も
へ
の
虐
待

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

児童虐待防止
         キャンペーン

子どもの未来を守る

店頭で子どもの虐待防止を呼びかけました。

地
域
の
交
通
安
全
に
尽
力

平
成
30
年
度

秋
田
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

　

10
月
24
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館

の
パ
ラ
ノ
ビ
チ
・
ノ
ル
バ
ー
ト
特
命

全
権
大
使
が
田
沢
湖
庁
舎
を
訪
問
し
、

倉
橋
副
市
長
、
市
職
員
と
懇
談
し
ま

し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に
は
昨

年
７
月
に
門
脇
市
長
が
訪
れ
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
国
会
に
２
０
０
４
年
に
国

宝
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
マ
ン
ガ

リ
ッ
ツ
ァ
豚
の
輸
入
と
飼
育
の
可
能

性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
は
、
マ
ン
ガ
リ
ッ
ツ
ァ
豚
や

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
国
で
あ
る
こ
と
、

世
界
有
数
の
温
泉
大
国
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

パ
ラ
ノ
ビ
チ
・
ノ
ル
バ
ー
ト

特
命
全
権
大
使
が
来
庁

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館

田沢湖庁舎を訪れたパラノビチ・ノルバート特命全権大使（中央）。
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２
０
１
５
年
12
月
よ
り
農
山
村
体
験
推
進

デ
ザ
イ
ン
室
お
よ
び
国
際
交
流
推
進
室
に
所

属
さ
せ
て
い
た
だ
き
活
動
し
て
き
ま
し
た

が
、
２
０
１
８
年
11
月
末
を
も
っ
て
任
期
を

終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
は
主
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
と
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
に
関

わ
る
活
動
を
職
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

仙
北
市
は
観
光
地
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

教
育
旅
行
や
海
外
か
ら
の
修
学
旅
行
な
ど
の

受
け
入
れ
地
域
と
し
て
も
大
変
魅
力
的
な
と

こ
ろ
だ
と
活
動
を
通
し
て
常
々
感
じ
て
い
ま

し
た
。
一
方
、
こ
れ
だ
け
観
光
資
源
や
新
幹

袴  田     誠

さらなる可能性を探る

線
の
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
土
地
柄
に
も
関

わ
ら
ず
、
外
国
人
旅
行
者
（
特
に
個
人
旅
行

者
）
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
印
象
も
あ
り
ま
し

た
。
日
本
全
体
で
見
る
と
外
国
人
旅
行
者
は

増
加
し
て
お
り
、大
半
は
個
人
旅
行
者
で
す
。

　

仙
北
市
に
限
ら
ず
、
東
北
全
体
的
に
外
国

人
旅
行
者
の
訪
問
率
は
ま
だ
低
く
、
裏
を
返

せ
ば
誘
客
で
き
る
伸
び
代
が
大
き
い
と
い
え

ま
す
。

　

仙
北
市
に
は
あ
ま
り
観
光
地
化
さ
れ
て
い

な
い
美
し
い
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
四
季

を
通
じ
て
様
々
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
や

農
山
村
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

桜
や
紅
葉
、
武
家
屋
敷
、
温
泉
、
伝
統
的

な
お
祭
り
な
ど
、多
く
の
観
光
名
所
や
歴
史
・

文
化
が
あ
り
ま
す
。
農
家
民
宿
や
ロ
ッ
ジ
・

ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
と
深
い

交
流
が
で
き
る
宿
泊
施
設
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
土
地
柄
は
外
国
人
に
も
、
と

て
も
魅
力
的
で
す
。
た
だ
、
認
知
度
は
ま
だ

低
く
、
受
入
態
勢
（
外
国
語
で
の
案
内
表
記

や
情
報
提
供
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
宿
泊

予
約
・
Ｗ
ｉｰ

ｆ
ｉ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

利
用
・
市
内
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
環
境
）
に
つ

い
て
も
対
応
の
余
地
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
団
体
ツ
ア
ー
の
場
合
、
旅
行
プ
ラ
ン
の

作
成
や
宿
泊
予
約
手
配
な
ど
は
旅
行
会
社
が

行
い
、
現
地
に
は
添
乗
員
や
通
訳
ガ
イ
ド
が

同
行
し
、バ
ス
で
の
移
動
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
受
入
態
勢
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な

ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
私
の
活
動

と
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
外
国
人
個
人

旅
行
者
を
誘
致
す
る
体
制
作
り
と
仙
北
市
農

山
村
体
験
推
進
協
議
会
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
団
体
）
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
に
注

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
こ
れ
ま
で
の
社
会
経
験
や
他
県
出
身

者
と
し
て
の
視
点
を
ベ
ー
ス
に
、
仙
北
市

の
魅
力
や
課
題
を
行
政
や
民
間
事
業
者
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
同

じ
問
題
意
識
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
主
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
私
は
で

海外旅行会社との商談会で。右端が袴田さん。
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こ
の
度
、
旧
角
館
東
小
学
校
の
校
長
を
務

め
た
佐
藤
貞
一
（
雅
号
・
碧
洲
）
さ
ん
が
、

角
館
小
学
校
へ
「
温
故
而
知
新
（
古
き
を
温

（
た
ず
）
ね
て
新
し
き
を
知
る
）」
と
自
身
が

書
い
た
扁
額
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
扁
額
は
、
今
年
５
月
に
角
館
書
道
会

が
佐
藤
さ
ん
の
米
寿
を
お
祝
い
し
て
開
催
し

た
佐
藤
碧
洲
書
作
展
に
展
示
さ
れ
た
作
品
の

一
つ
で
、
度
々
角
館
小
学
校
の
校
長
室
を
訪

れ
て
い
て
壁
面
が
さ
み
し
い
と
思
っ
て
い
た

こ
と
と
、「
古
い
事
柄
も
新
し
い
物
事
も
よ

く
知
っ
て
初
め
て
人
の
師
と
な
る
」
と
い
う

書
の
意
味
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い

か
ら
今
回
の
寄
贈
に
至
り
ま
し
た
。

　

田
口
桂
一
郎
校
長
は
「
時
々
学
校
に
訪
れ

て
い
た
だ
い
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
書
も
言
葉
の
心
も
い
つ
ま
で
も
大
事
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

仙北市地域おこし協力隊コラム

き
る
限
り
裏
方
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ

ン
ス
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
空
回
り
や

歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
協
力
隊
ま
た
は
行
政
職
員
の
立
場
で
な

け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
仕
事
も
多
々
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
私
に
と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
仙
北

市
の
益
々
の
発
展
を
陰
な
が
ら
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。

海
外
旅
行
会
社
の
視
察
に
同
行
す
る
袴
田
さ
ん
（
右
）。

市
内
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、
第
28
回
東
北
小

学
生
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
が
、
大
館
市
高
館
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
部
に
仙
北
市
ジ
ュ

ニ
ア
の
髙
倉
・
澤
山
ペ
ア
が
出

場
し
、
ベ
ス
ト
16
ま
で
進
み
ま

し
た
。

　

仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
東
北

大
会
出
場
は
初
め
て
で
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

東
北
大
会
に
出
場
し
た
髙
倉
美
優
さ
ん
（
右
・
神
代
小

５
年
）
と 

澤
山
こ
こ
ろ
さ
ん
（
左
・
西
明
寺
小
４
年
）。

第 28 回

東北小学生学年別
ソフトテニス大会

角館小学校に扁額が寄贈されました。右から田口桂一郎校長、佐藤貞一さん、
熊谷徹教育長。

　

10
月
21
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
「
航
空

自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら

大
河
ド
ラ
マ
や
映
画
の
名
曲
ま
で
、
多

彩
な
楽
曲
を
華
や
か
に
、
時
に
は
力
強

く
演
奏
し
、
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
ア
ン
コ
ー
ル
で
、
秋
田
県
民
歌

が
演
奏
さ
れ
、
満
員
の
聴
衆
に
よ
る
大

合
唱
と
な
り
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
あ
た
り
、
仙

北
市
自
衛
隊
家
族
会
の
皆
さ
ん
か
ら
た

く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
北
部

航
空
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

　
10
月
21
日
、
生
保
内
中
学
校
陸
上
競
技
場
で

仙
北
市
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
種
目
１
位
〈
敬
称
略
〉

▼
１
年
女
子
60
ｍ 

木
村
光
来
（
白
岩
小
）
▼

１
年
男
子
60
ｍ 

髙
橋
龍
人
（
角
館
小
） 

▼
２

年
女
子
80
ｍ 

佐
藤
綺
音
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）

▼
２
年
男
子
80
ｍ 

林
崎
夏
偉
斗
（
ス
マ
イ
ル

ジ
ュ
ニ
ア
）・
草
彅
桜
介
（
白
岩
小
）
▼
３
年

女
子
80
ｍ 

石
郷
岡
怜
（
西
明
寺
小
）
▼
３
年

男
子
80
ｍ 

柴
田
優
星
（
田
沢
湖
イ
ー
グ
ル
ス
）・

笹
渕
竜
馬
（
ス
マ
イ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
）
▼
４
年
女

子
１
０
０
ｍ 

武
藤
桜
南
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー

ズ
）
▼
４
年
男
子
１
０
０
ｍ 

佐
藤
奏
汰
（
角

館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
５
年
女
子
１
０
０
ｍ 

畠

山
紗
依
（
西
明
寺
小
）
▼
５
年
男
子
１
０
０
ｍ 

草
彅
俠
壱
（
白
岩
小
）
▼
６
年
女
子
１
０
０
ｍ 

田
中
美
有
（
西
明
寺
小
）
▼
６
年
男
子
１
０
０

ｍ 

田
口
翼
（
神
代
Ｘ
Ｃ
ス
ポ
少
）

▼
女
子
２
０
０
ｍ 

富
樫
美
友
（
西
明
寺
小
）
▼

男
子
２
０
０
ｍ 

武
藤
佳
輝
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー

ズ
）
▼
女
子
８
０
０
ｍ 

藤
島
馨
楽
（
桧
木
内

ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
▼
男
子
１
０
０
０
ｍ 

浅
利
成

琉
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
▼
女
子
４
０
０
ｍ

Ｒ 

畠
山
・
伊
藤
・
石
郷
岡
・
田
中
（
西
明
寺

小
）
▼
男
子
４
０
０
ｍ
Ｒ 

高
橋
・
浅
利
（
成
）・

浅
利
（
将
）・
武
藤
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）

▼
女
子
走
幅
跳 

熊
谷
埜
ノ
葉
（
角
館
陸
上
ス

ポ
少
）
▼
男
子
走
幅
跳 

髙
橋
諒
紀
（
白
岩
小
）

▼
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ 

石
郷
岡

紗
（
西
明
寺
小
）
▼
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー

ル
投
げ 

佐
々
木
棟
旺
（
西
明
寺
小
）

小
学
生
陸
上
競
技
大
会

佐
藤
貞
一
さ
ん

自
作
の
扁
額
を
寄
贈

響き渡る多彩な演奏が聴衆を魅了しました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

外国人旅行者誘致の
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